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研究成果の概要（和文）： 地方分権化がアフリカの地方政治にいかなる変化や課題をもたらし

ているのかを明らかにするだけでなく、最終的には我が国の対アフリカ外交・援助政策に対す

る政策的な提言を行うことを目的として研究活動を遂行した。本研究では、選挙と国際協力の

観点から分権化のアフリカ政治に対する影響を考察した。研究助成期間の研究成果として、８

件の学術論文、４件の学会報告を発表した上で、最終的な取りまとめとして著書を刊行した。

研究成果の概要（英文）：This research project tried to understand how decentralization

has changed local politics in Africa. This study also aims to realize the advocacy for

aid and diplomatic policy of Japan. This research has focused on the election and the

international cooperation among local governments in order to analyze the impact of

decentralization on African politics and cooperation. From 2007 to 2010, this project

produced 8 articles, 4 presentations in academic association, realized publication of

a book to show the final result of the research.
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１．研究開始当初の背景

従来のアフリカの分権化研究では、行政面

を中心とするガヴァナンス改革のための援

助政策として注目され、開発の「手段」とし

て認識される側面が強かった。

しかし、アフリカにおける分権化は政治改

革そのものであり、政治的影響に関する分析

なくしてアフリカの分権化を十分に理解す

ることは難しいという認識が芽生えつつあ

った。

このような研究状況において、本研究では、

アフリカにおいて地方分権化が与える政治

的影響に焦点を当てた研究を実施すること

とした。中でも、「選挙」と自治体間の直接

の国際協力である「地方分権型国際協力」に

注目して研究を開始した。

２．研究の目的

地方分権化がアフリカの地方政治にどの

ような変化や課題をもたらしているのかを

明らかにし、最終的には実際の援助政策に対

する政策的な提言を行うことを目的として

いる。

３．研究の方法

西アフリカ諸国の分権化改革の沿革を整

理し、分権化による地方自治体の政治的・行

政的ガヴァナンスに与える好影響と課題を

明確にし、比較研究を実施するための理論

的・実証的研究を行った。

西アフリカのベナン、ブルキナファソ、マ

リ共和国において、計 6度に及ぶ現地調査を

実施した。そのうち、ブルキナファソ、マリ

共和国からの招待を受けて、自治体間国際協

力の大会に出席し、関係機関、日本大使館と

意見交換を行うことを通じて研究成果の政

策的還元も試みた。

４．研究成果

研究助成機関の研究成果として、８件の学

術論文（うち 1 件は査読有学会誌）、４件の

学会報告の形で成果を公表した。

そして、本研究の最終的な取りまとめとし

て、著書（単著『アフリカの地方分権化と政

治変容』）を刊行した。

著書は当初の計画通り、我が国の外交・援

助政策への政策提言として還元するため、外

務省、JICA、総務省、農水省、国会議員、県

会議員（宮崎県）に提供し、それをもとに情

報提供や意見交換を行った。
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